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の としてとらえ、 したがって宇野r原 論』はr資本論』の成果をふまえその間題点を基本的
に克服するものだという認識にたっている。すなわち、まず第1に 、原理論体系を、形態規
定 と実体規定 との分離と結合という点から整備 しつつ、r資本論』での未整理を解決 したこ
と。また第2に 、競争と信用 とを原理論体系に適切に導入す ることによって、原理論を動態
化 しながら、r資本論』に残存する資本一般見地をのりこえたこと。 さらに第3に 、原理論
体系か ら歴史発展的視角を排除 して、それを原理的な円環体系として構築 したこと、などに
他ならない。







が対象とされく「商品規定」 ・ 「価値形態」 ・ 「貨幣機能」 ・ 「資本形式」と価値法則の関
わ りを考察 した。それを通 して、これら流通形態論こそ、全体としての価値法則論体系のそ




の論証」 ・ 「資本流通」 ・ 「資本蓄積」 ・ 「再生産」の各論点にそくして考察をすすめた。
そしてその中から、資本制的生産の存立を支えその自立性を確保するものこそ、資本の再生
産過程に他ならないという点の確認にもとづき、この生産過程論は、価値法則論の第2の 領




の意義づけが検討される。具体的には、「生産価格」 ・市場生産価格」 。 「信用制度」 ・ 「景
気循環」といわれる諸機構の中で価値法則がどのような作用を果すかが考察の焦点になる。
まさにそのような分析を通 して、この分配関係論が資本制的生産のメカニズム論であること























第1章 は、商品 ・貨幣 ・資本を扱う流通形態論を価値法則論との関わりにおいて考察 して
いる。そして、価値概念、価値 と価値実体との関係、経済主体の役割、流通形態の資本制的
性格、商品論 ・貨幣論 ・資本論三者の関係などを検討している。、商品論では、とくに価値形
態を貨幣形態の 「解析形態」 として捉えるというユニークな論点を展開 し、貨幣論を貨幣機
能論 として、また、資本論を資本形式論として把握 し、か くして流通形態を価値法則の 「形
態的装置」と位置づけている。
第2章 は、「生産論」における価値法則の根拠を扱い、本論文の中核をなしている。「資本
論』、宇野r原 論』の検討を通 して、労働過程抽象の意義や根拠、労働過程 ・価値形成過程 ・
価値増殖過程三者の関係、などに関 して検討 したのち、価値実体の論証について次のように
論 じている。すなわちヨ宇野氏は、価値実体の論証を商品論ではな く資本の生塵過程論での
「買い戻 し」関係によって行 うというす ぐれた方法をとったが、同時に宇野氏は総資本でも
代表単数で もない複数資本を想定するという問題を残 した。著者によれば価値実体は、む し
ろ、総体 としての資本 ・賃労働間の 「買い戻 し」関係によって論証されなければな らない。
すなわち、著者の考えによれば、労働者は全体として労働力の価値に相当する必要労働時間





















第3章 の後半は、「資本論』、宇野r原 論』の景気循環に関す る部分を批判的に継承 して、









整理 し、2)一貫 した問題意識から主題を扱 っており、3)「資本論』、宇野r原 論』の検討を




体的根拠、機構的展開という3つの層か らなるものとして把握 し、形態 ・実体 ・機構の関連
を解明 していること、(2}価値法則を運動法則として把え、価値法則の動態論化を試みている
こと、(3聡資本と個別資本、資本家 ・労働者の関係と資本家相互間の関係、の2つ の理論的






て、従来の業績と比べて考察が不足 している個所もないではない。 しか し、これ らの残され
た個別論点も価値法則の全体系的把握という著者の方法論の視点からあらたに解決されるも
のと期待をよせることができる。そうした意味で、本論文は、従来、体系的研究のあまりみ
られなかった価値法則の方法的考察という面で斬新かっ包括的な成果をあげたものとして高
く評価することができる。
以上により、本論文は、経済学博士論文として合格と判定する。
経28
